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再生ポリエチレンを 100%使用したマネキン導入のお知らせ                                  
店舗什器備品における資源循環の推進 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
無印良品を展開する株式会社良品計画（東京都文京区／代表取締役社長 堂前 宜夫）は、再生ポリエチレン

を 100%使用したマネキンの導入を、新店舗より開始します。 
 
良品計画は、「資源循環型・自然共生型・持続可能な社会の実現」を重要課題として掲げ、循環型社会の実現に

向けて、再生プラスチック原料を使用した商品の開発や使用済みプラスチック商品のリサイクルなど、さまざまな取り組みを
進めています。2022 年春より、店舗で使用する什器備品においても、廃棄物の削減や資源循環をテーマに、見直しの
検討を進めてきました。 
今回、2024年 6月 20日以降にオープンする新店舗を対象に、再生ポリエチレンを 100%使用した新仕様のマネキ

ンの導入を開始します。 
 

■再生ポリエチレンを 100%使用したマネキン 
再生ポリエチレンを 100%使用している新仕様のマネキンは、従来の FRP（繊維強化プラスチック）製のマネキンと比

べ壊れにくいため、梱包材が少なくて済みます。また再生材を使用しているため、原料製造における環境への負荷も低減
することができます※1。リサイクル素材の使用により表面に現れる微細な黒い斑点が残っていますが、マネキンとしての機能
に影響はなく、使用後には再びリサイクル原料として循環できることが特徴です。 
本マネキンは、2024年 6月 20日以降にオープンする新店舗の婦人および紳士の全身マネキン※2から開始し、子

供全身マネキンにも拡大を計画しています。 
またこれまで無印良品ではヘッドレスマネキンを多く使用してきましたが、新仕様のマネキンはヘッド付きであるため、帽子
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などの服飾雑貨を含めた全身コーディネートの提案の幅を広げることが可能です。 
※1 マネキンのプラスチック原料製造、梱包材・本体の廃棄における二酸化炭素(CO2)排出量を、自社にて概算しました。 
※2 無印良品では、全身マネキンのほか、半身トルソー、ソックストルソーなども使用しています。 
 
■什器備品の梱包仕様の見直し 
当社は循環型社会の実現に向けて、廃棄物およびバージンプラスチック使用の削減の観点より、什器備品の梱包仕

様の見直しにも取り組んでいます。什器備品の梱包形状をひとつずつ点検し、過剰な梱包材の廃止や、バージンプラスチ
ックから再生紙や再生ダンボールへの梱包材の変更を進めています。2023年秋より取り組みを強化し、年間約６トン※3

のバージンプラスチック使用量の削減を見込んでいます。今回導入される新仕様のマネキンにおいては、強度のあるポリエチ
レンを素材としているため余分な養生を省き、不定形であるマネキンの隙間を埋めるクッション材には、プラスチック製の発
泡板や気泡袋ではなく、ダンボールを使用しています。 
※3 什器備品１梱包あたりのバージンプラスチック削減量に生産数を掛け合わせて、2024年 8月期の年間削減量を推計しました。 
 
良品計画は、今後も事業活動全体を通し、循環型社会の実現に貢献することを目指し、商品の開発だけでなく、店

舗で使用する什器備品においても、環境負荷の低減に向けた取り組みを推進します。 


